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Ⅰ 経営戦略策定の趣旨 

１ 経営戦略策定の背景と目的 

近年の水道事業を取り巻く全国的な課題として、人口減少に伴う料金収入の減少、高度経済成長期に

集中的に建設された水道施設や管路の老朽化、施設の更新や耐震化に係る費用の確保、専門人材の不

足などが議論される中、本市の水道事業も同様の課題を抱えています。 

令和元年 10月に施行された改正水道法では、これらの課題に対応し、水道の基盤の強化を図るため、

広域連携の推進等が打ち出され、長野県は、令和５年３月に水道広域化推進プランを包含し、小規模

水道の基盤強化策等を新たに規定した「長野県水道ビジョン」の改定を行っています。 

本市では、平成 30年度に改訂した「伊那市水道ビジョン」において「安全、安心、快適で災害に強い伊

那の水道」を将来像として定め、その具体的な整備計画である「伊那市水道事業基本計画」を策定し、各

種施策に取り組んできました。平成 24年度には、目指すべき経営目標と経営健全化を図るための具体的

施策を定めた「伊那市水道事業経営健全化計画」を策定し、以降３回の改訂を重ねるとともに、同計画を

「経営戦略」として位置付け、収支の改善等を通じた経営基盤の強化に努めてきました。 

今回、こうした法制度の改正や社会経済情勢の変化、具体的施策の進捗状況の検証を踏まえ、令和

２年３月に改訂した「伊那市水道事業経営健全化計画（第３改訂版）」の内容を見直すとともに、計

画の名称を「伊那市水道事業経営戦略」へ変更し、中長期的な経営の基本計画とするものです。 

２ 経営戦略の位置付け 

 伊那市水道事業経営戦略、同実施計画は、次のとおり位置付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画期間 

本戦略の計画期間は、令和６年度（2024年度）から令和 15年度（2033年度）までの 10年

間とします。  

 

伊那市水道事業経営戦略（経営健全化計画 第４改訂版）Ｒ６年度～Ｒ１５年度 

伊那市水道事業経営戦略実施計画  Ｒ６年度～Ｒ８年度 

施策を反映 

○伊那市水道ビジョン（改訂版） R元年度～R14年度 

○伊那市水道事業基本計画  R元年度～R14年度 

○伊那市水道事業アセットマネジメント（資産管理） 

○伊那市簡易水道事業アセットマネジメント（資産管理） 

策定・反映 評価・検証・見直し 
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Ⅱ 事業の概要 

 １ 給水 

（１）水道事業 

供用開始年月日 昭和 34 年 4 月 1 日 計画給水人口 63,100 人 

最終認可年月日 令和 3 年 3 月 31 日 計画１日最大給水量 28,400 ㎥/日 

法適(全部・財

務)・非適の区分 

地方公営企業法適用

(全部) 

現在給水人口 62,918 人 

有収水量密度 0.79 千㎥/ha 

 

（２）簡易水道事業 

供用開始年月日 下表のとおり 計画給水人口 4,631  人 

最終認可年月日 下表のとおり 計画１日最大給水量 2,255 ㎥/日 

法適(全部・財

務)・非適の区分 

地方公営企業法適用

（平成 29 年 4 月 1 日

法全部適用） 

現在給水人口 3,350 人 

有収水量密度 0.19 千㎥/ha 

 

【簡易水道事業の概要】 

事業名称 地区 供用開始年月 最終認可 計画 

給水 

人口 

計画１日 

最大給水量 

上新山簡易水道 伊那 平成 2 年 4 月 平成元年 6 月 320 人 80 ㎥/日 

下新山簡易水道 伊那 平成 6 年 4 月 平成 4 年 6 月 140 人 35 ㎥/日 

高遠第一簡易水道 高遠 昭和 51 年 4 月 平成 27 年 4 月 680 人 270 ㎥/日 

高遠第二簡易水道 高遠 昭和 52 年 4 月 平成 9 年 3 月 700 人 250 ㎥/日 

黒沢簡易水道 高遠 昭和 53 年 4 月 平成 8 年 3 月 124 人 30 ㎥/日 

御堂垣外簡易水道 高遠 平成 2 年 4 月 平成 27 年 4 月 280 人 250 ㎥/日 

片倉簡易水道 高遠 昭和 34 年 4 月 平成 27 年 4 月 200 人 180 ㎥/日 

長谷簡易水道（※） 長谷 昭和 60 年 4 月 平成 26 年 2 月 1,900 人 1,080 ㎥/日 

西の平飲料水供給施設 伊那 平成 2 年 7 月  97 人 (以下施設能力)  

24 ㎥/日 

場広飲料水供給施設 伊那 平成 3 年 3 月  56 人 12 ㎥/日 

荊口飲料水供給施設 高遠 昭和 54 年 4 月  51 人 24 ㎥/日 

上奈良尾簡易給水施設 伊那 平成 6 年 3 月  26 人 5 ㎥/日 

峠簡易給水施設 高遠 昭和 51 年 7 月  30 人 8 ㎥/日 

新田簡易給水施設 高遠 昭和 54 年 4 月  27 人 7 ㎥/日 

※ 昭和 25年 12月に溝口中央簡易水道として供用開始し、その後長谷簡易水道に統合。 
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２ 施設 

（１）水道事業 

水  源 ■表流水 □ダム ■伏流水 ■地下水 ■受水 ■その他 

施 設 数 
浄水場設置数 9 

管路延長 623.75 千 m 
配水池設置数 68 

施設能力 52,671 ㎥／日 施設利用率 42.6 % 

 

（２）簡易水道事業 

水  源 ■表流水 □ダム ■伏流水 □地下水 □受水 ■その他 

施 設 数 
浄水場設置数 13 

管路延長 117.27 千 m 
配水池設置数 38 

施設能力 3,181 ㎥／日 施設利用率 48.1 % 
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３ 料金 

（１）料金体系の概要・考え方 

平成 18年３月の市町村合併から 5年を経過した平成 23年 4月に、水道事業及び簡易水道事

業の料金体系を統一しました。平成 29年度の料金改定では、上伊那広域水道用水企業団からの受

水費が 10％の値下げとなることにより収益が改善するため、基本料金と従量料金のバランスを見直すとと

もに、一般会計から１億円の出資金を繰り入れ、全体で 0.04％の値下げ改定としました。令和２年度

の料金改定においても、一般会計からの出資金を１億円受けることにより、料金を据え置きとしています。 

① 口径別料金体系で、基本料金と従量料金からなる二部料金制となっており、基本料金は、使用

水量の少ない使用者に配慮して配賦しています。また、従量料金は、区画逓増制としています。た

だし、利用促進のため月 1,000㎥以上の水量について軽減を図っています。 

② 大口水道使用者の使用量増加を促進するため、平成 26年 10月から 1 か月 2,000㎥以上

使用する大口使用者が、更に水量を基準以上に増加させた場合に料金を低廉化する「個別給水

契約制度」を導入しています。 

③ 資産維持費については、急激な料金の値上げとならないよう、水道料金算定要領で標準とする

3％の範囲内で決定し、総括原価に算入しています。  

（２）水道料金の推移 

 

 

 

 

 

 

（３）現行の料金体系（２か月分・消費税込み） 

基本料金  従量料金（1㎥あたり） 

13mm 1,540 円  0～20 ㎥ 122.1 円 

20mm 4,532 円  21～40㎥ 154.0 円 

25mm 8,140 円  41～60㎥ 181.5 円 

30mm 13,200 円  61～100 ㎥ 206.8 円 

40mm 27,940 円  101～200 ㎥ 

232.1 円 
50mm 50,600 円  201～400 ㎥ 

75mm 88,000 円  401～800 ㎥ 

100・150mm 187,440 円  801～2,000 ㎥ 

   2001 ㎥以上 214.5 円 
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４ 組織 

 

  

年度 組織の見直しや業務委託の内容 職員数 

平成 21 年度 
・上水道課と下水道課を統合（水道業務課、水道整備

課、高遠長谷水道課の３課体制とする。） 
28 人 

平成 23 年度 ・上下水道料金窓口等業務の民間委託を開始 22 人 

令和 3 年度 
・水道施設保全管理業務（高遠・長谷地区）の民間委託

を開始 
21 人 

令和 4 年度 

・高遠長谷水道課の廃止 

・普及係を料金係に統合 

・給排水係を水道整備課から水道業務課へ移管 

・水道施設保全管理業務（伊那地区）の民間委託を開始 

19 人 

令和 5 年度 ・業務委託範囲の拡大による人員配置の見直し 18 人 

 

令和３年度から水道施設の保全管理業務の一部民間委託を開始していますが、これまで職員自らが

施設管理等を通じて培ってきた技術・ノウハウの継承が困難となり、人材育成のあり方が課題となっていま

す。特に、災害等の緊急時に迅速かつ的確に対応するため、対応範囲の明確化やリスク分担など、事業

継続のための新たな危機管理体制を構築していく必要があります。 

 

合計 52 人 合計 31人

(うち水道25人、簡水3人） (うち水道15人、簡水3人）

7 業務係 1

施設係 5

高遠長谷水道課 課長 1

上水道整備係 5 上水道整備係 4

下水道整備係 7 下水道整備係 2

(1)

施設管理係 5 下水道管理係 3

26 給排水係 8 17  (1) 上水道管理係 7

普及係 4 給排水係 3

水道整備課 課長 1 水道整備課 課長 1

（1）

料金係 8 料金係 4 （1）

課長 1

52 18 経営係 5 31  (3) 13  (2) 経営係 5

水道部 水道業務課 課長 1 水道部 水道業務課

1

【平成21年度組織再編時】

部長 1 部長

【令和５年度】（カッコ内は簡水の人数）
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５ これまでの主な経営健全化の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）人件費の削減（上水＋簡水） 

〇平成 18年度職員数       33人  

（人件費 2億 2,264万円） 

〇令和４年度職員数        18人  

（人件費    9,905万円） 

主な取組 

平成 23年 10月～ 

窓口業務等の民間委託（料金センターの設置） 

令和 3年 10月～ 

施設維持管理業務の民間委託 

※ 人件費には、退職給与、退職給付引当に係る費用を含めていません。 

〇営業費用の削減 

 

人件費 

▲1 億 2,359 万円／年 

（平成 18 年度比） 

（２）受水費の削減 

〇平成 23年度受水費      4億 7,026万円 

（受水費が一番高額だった年） 

〇令和 4年度受水費       3億 5,839万円 

〇受水費の削減 

 

▲1 億 1,187 万円／年 

（平成 23 年度比） 

（３）遊休資産の売却 

〇平成 25年度  １件  18万円 

〇平成 26年度  １件 741万円 

〇令和３年度   １件 242万円 

〇売却収入の累計 

 

1,001 万円 

（４）猪鹿配水系広域受水切替による 

維持管理費の削減 

〇切替前 維持管理費   ６７４万円 

〇切替後 維持管理費    ９６万円 

                     差額 ▲５７８万円 

〇維持管理費の削減 

 

▲578 万円／年 

（５）未収金の削減 

水道料金の徴収率 

〇平成 25年度    97.53％ 

 

〇令和 4年度     99.87％ 

〇徴収率の向上 

 

＋2.34％ 

（平成 25 年度比） 
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６ 経営指標分析 

平成 29年度から令和３年度決算に基づき、直近５年間における経営指標の分析を行いました。 

【凡例】 

 

 

 

 

 

 

 

（１）経営の健全性・効率性に関する指標 
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118.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 106.12 111.52 109.52 116.23 115.36

平均値 112.15 111.44 111.17 110.91 111.49

①経常収支比率(％)
【111.39】
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当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 1.00 1.03 0.78 0.92 0.87

②累積欠損金比率(％)
【1.30】

令和３年度全国平均 

伊那市水道事業の指標値 

伊那市と同規模の類似団体平均値 

（給水人口５万人以上 10 万人未満） 

1. 経営の健全性・効率性
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①経常収支比率(％)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20
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0.00

50.00
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150.00
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250.00

300.00

350.00

400.00
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500.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 462.57 430.86 414.08 388.22 360.17

平均値 312.58 314.87 309.28 322.92 303.46

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)
【111.39】 【1.30】 【261.51】 【265.16】

経常収支比率は、経常収益を経常費用

で除して算出され、事業の収益性を示

しています。 

直近５年間も 100％を超えており、経

営の健全性は維持されています。 

また、令和２年度以降は類似団体と比

較しても高い水準で推移しています。 

累積欠損金比率は、営業収益に対する

累積欠損金（営業活動により生じた損

失で、前年度からの繰越利益剰余金等

でも補填することができず、複数年度

にわたって累積した損失のこと）の状

況を表す指標です。 

直近５年間も累積欠損金は発生してい

ません。 
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③流動比率(％)
【261.51】

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

500.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 462.57 430.86 414.08 388.22 360.17

平均値 312.58 314.87 309.28 322.92 303.46

④企業債残高対給水収益比率(％)
【265.16】
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平均値 104.57 103.54 103.32 100.85 103.79

⑤料金回収率(％)
【102.35】

流動比率は、短期的な債務に対する支

払い能力を表す指標で、比率が大きい

ほど良好とされています。 

近年は 100％以上となっていますが、

全国や類似団体平均値よりも低い水準

となっています。 

今後、流動負債の企業債償還元金の減

少に伴い、少しずつ改善していく見込

みです。 

企業債残高対給水収益比率は、給水収

益に対する企業債残高の割合であり、

企業債残高の規模を表す指標です。 

償還のピークを過ぎ、減少傾向にあり

ますが、全国や類似団体平均値よりも

高い水準となっています。健全性を確

保するためには、当比率を減少させて

いく必要があります。 

料金回収率は、給水に係る費用が給水

収益でどの程度賄えているかを表した

指標です。 

本市では、平成 26 年度から 100％を

上回っており、現状では、給水に係る

費用を料金収入で賄えている状態にあ

ります。 
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⑥給水原価(円)
【167.74】
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⑦施設利用率(％)
【60.29】
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⑧有収率(％)
【90.12】

給水原価は、給水に係る費用が給水収

益でどの程度賄えているかを表した指

標です。１㎥あたりについて、どれだ

けの費用がかかっているかを示してい

ます。 

平成 29 年度に簡易水道事業を統合し

たことにより増加しましたが、経営健

全化の取組により減少傾向になってい

ます。 

施設利用率は、一日配水能力に対する

一日平均配水量の割合であり、施設の

利用状況や適正規模を判断する指標で

す。100％に近づくほど効率的です

が、余裕がないとリスク回避ができな

いという面もあります。 

全国や類似団体の平均を下回ってお

り、過剰設備の傾向にあるため、規模

の縮小や施設の統廃合、広域連携等を

視野に入れた検討が必要となります。 

有収率は、年間有収水量を年間総配水

量で除して算出され、施設の稼働が収

益につながっているかを判断する指標

です。 

漏水調査・修繕により、少しずつ上昇

してきましたが、平均値と比較して大

幅に低いため、今後も最優先で対策を

講じるべき課題となっています。 
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（２）施設の老朽化に関する指標 
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①有形固定資産減価償却率(％)
【50.88】
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当該値 3.65 4.27 4.20 4.13 4.09
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②管路経年化率(％)
【22.30】
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③管路更新率(％)
【0.66】

有形固定資産のうち、償却

対象資産の減価償却がどの

程度進んでいるかを表す指

標で、資産の老朽化度合を

示します。 

上昇傾向にあることから、

施設の計画的な更新が必要

となります。 

法定耐用年数を超えた管路

延長の割合を表す指標で、

管路の老朽化度合を示しま

す。 

平均値を大幅に下回ってお

り、概ね計画どおりに管路

を更新することができてい

ます。 

総管路延長のうち、当該年

度に更新した管路延長の割

合を示す指標です。 

年度によりばらつきがあり

ますが、令和元年度以降は

平均値を上回るペースで管

路の更新を進めることがで

きています。 
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（３）経営指標分析の総括 

本市水道事業の給水区域は、面積が広く起伏が激しいうえに、集落が点在しているという特徴があり、

平坦で人口密度が高い都市部等と比較すると、水道管の延長は長く、ポンプなど配水に必要な施設が多

くなるため、建設費や維持管理費は割高になる傾向にあります。また、平成 29年度から簡易水道事業

を水道事業へ会計統合（款で区分）して法適用しましたが、簡易水道事業は水道事業と比べ、山間

部で人口が少ない区域が多く、給水原価を料金だけで賄うことが出来ないため、一般会計から現金収支

の不足分を繰入れながら事業を継続しています。 

こうした経営環境の下で、職員数の削減、事務事業の見直し、一部業務の民間委託など、経営の効

率化に努めた結果、公営企業会計基準の見直しを行った平成 26年度を除き、純利益決算を継続して

きています。経営指標を分析した結果、概ね経営の健全性は維持されていますが、流動比率、施設利用

率、有収率の水準が類似団体の平均値を下回っており、漏水対策の強化、施設規模の見直し、水運用

の効率化などが課題となっています。 

今後、給水収益の減少が見込まれる中で、管路や施設の更新需要が増加するため、より一層の経費

削減や適正な料金改定により、健全経営を堅持していくとともに、管路や施設の更新にあたっては給水区

域の需要を見極め、優先順位や効率性を考慮しながら、適正な規模に整備していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各指標は外側に広がるほど良好な値を示します。 

※「②累積欠損金比率」は累積欠損金が発生していないため記載を省略しています。 
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Ⅲ 将来の事業予測 

１ 給水人口の推移と将来見通し 

本市の人口は、少子高齢化の進行などにより、平成７年の 72,321人をピークに減少が続いてお

り、国立社会保障・人口問題研究所の推計では、令和 27年（2045年）の将来人口は 52,841

人になると予測されています。 

給水人口も、平成 18年から令和 4年までに約 11％減少しており、令和 15年には水道事業及

び簡易水道事業全体で 60,850人程度まで減少することが見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 水需要の状況と将来見通し 

水道事業の給水件数は微増、１人１日当たりの給水量はここ数年ほぼ横ばいとなっていますが、有収

水量（年間給水量）は減少傾向にあり、令和４年度実績では、平成 18年度と比較して、12.3％減

少しています。有収水量は、給水人口の減少に加え、節水意識の高まりや節水機器の普及が影響して

いると考えられ、令和 15年度には令和４年度と比較して 5.7％程度減少すると見込まれます。 
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簡易水道事業の１人１日当たりの給水量はほぼ横ばいで推移していますが、給水件数、有収水量

（年間給水量）は減少傾向にあります。令和４年度実績では、平成 18年度と比較して、給水件数が

18.4％減少、有収水量が 24.2％減少しています。水道事業よりも減少幅が大きくなっており、今後もこ

の傾向は続くと考えられ、令和 15年度の有収水量は令和４年度と比較して 15.9％程度減少すると見

込まれます。 

 

 

 

 

 

 

  水道事業と簡易水道事業を合わせた給水人口と有収水量の見通しは次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

３ 給水収益の推移と将来見通し 

本市水道事業における水道料金は、基本料金（メーター口径別）と従量料金を採用した料金体系とし

ています。平成 18年の市町村合併後、５年目に「１市１料金」へ統一し、平成 29年度の料金改定で

は、一般会計からの出資を受け▲0.04％の値下げ改定を行いました。 

県内市町村の中で３番目に広い面積を有し、急峻な地形が多く集落が点在していることから、県内 18

市１企業団１企業局の水道料金（口径 13mm、１月 20㎥使用）の平均額と比較すると、約 10％

高額な料金設定となっています。また、上伊那 8市町村の水道料金の平均額と比較すると、約 2％高額な

料金設定となっています。 

  給水人口や水需要の減少に伴い、給水収益も減少していくことが見込まれることから、施設の維持管理

や老朽管の更新、耐震化などを進めていく事業費の確保が難しくなることが見込まれます。今後も効率的な

事業運営により、可能な限り低廉な料金となるよう努めていきますが、給水サービス及び経営の安定的な継

続を念頭に、料金の適正化を図る必要があります。 



- 14 - 

 

【県内１８市１企業団１企業局と上伊那 8市町村の水道料金比較】  

口径 13mm、１ヵ月で 20㎥使用の場合（税込）  （令和 5年 4月 1日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 施設の更新需要の見通し 

多くの基幹施設で老朽化が進行しており、今後、昭和 40年代～50年代に建設した施設の多くが一

斉に更新時期を迎えます。平成 27年度、平成 29年度に行ったアセットマネジメントタイプ３Ｃを基に、

計画的に施設を更新していく必要がありますが、施設の重要度を反映し、平準化を行った場合でも令和

12年度以降の施設更新投資額は、現在よりも年平均で 1.5億円程度増加することが見込まれます。 

また、耐震化では、特に配水施設の耐震診断実施率・耐震化率が低いことから、配水施設の耐震診

断を計画的に進める必要があります。 
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● イ）重要度を反映させた更新基準で更新した場合の更新需要 ● ウ）重要度を反映させ、平準化した場合の更新需要

30.9億円（年平均 6.2億円）

条　　　件 年平均更新需要額
更新ピーク時の更新需要額

（5年度あたり）
直近５年間の建設改良費の合計額

ア) 法定耐用年数で更新した場合 9.2億円 86.3億円（年平均17.3億円）

18.0億円（年平均3.6億円）イ) 重要度を反映させた更新基準で更新した場合 4.6億円 52.4億円（年平均10.5億円）

ウ) 重要度を反映させ、平準化した場合 4.8億円

3.3億円（年平均0.7億円）イ) 重要度を反映させた更新基準で更新した場合 0.8億円 11.0億円（年平均 2.2億円）

ウ) 重要度を反映させ、平準化した場合 0.7億円 4.8億円（年平均 1.0億円）

ア) 法定耐用年数で更新した場合 1.5億円 16.0億円（年平均 3.2億円）

条　　　件 年平均更新需要額
更新ピーク時の更新需要額

（5年度あたり）
直近５年間の建設改良費の合計額

● イ）重要度を反映させた更新基準で更新した場合の更新需要 ● ウ）重要度を反映させ、平準化した場合の更新需要

施設効率面では、有収率の向上が最重要課題であり、人工衛星画像を用いた漏水解析、漏水判定

機を用いた漏水調査等を計画的に進め、改善を図る必要があります。負荷率は平均的な水準ですが、

１日最大配水量と施設能力（１日あたりの配水能力）との差が大きく、過剰設備の傾向があるため、リ

スク回避を十分考慮しながら配水計画の見直しを行うとともに、将来的な水需要の動向を考慮し、施設

の存続を検討していく必要があります。 

【水道事業 今後 100年間における各条件の更新需要一覧】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【簡易水道事業 今後 100年間における各条件の更新需要一覧】 
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Ⅳ 経営の基本方針 

 １ 経営目標 

平成 30年度に策定した伊那市水道ビジョン改訂版に掲げた目標に基づき、第８次整備事業計画を

進め、水道ビジョンで定めた将来像「安全、安心、快適で災害に強い伊那の水道」の実現を図ります。 

 

【伊那市水道ビジョン施策目標と実施施策】 
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 ２ 事業計画（効率化や経営基盤強化の取組） 

安全で安心して飲める水道水を持続的かつ安定的に供給していくためには、水道施設や管路の健全

性を維持することが必要となる一方で、投資事業には多額の資金が必要になるため、その投資試算（投

資の所要額の見通し）と財源試算（給水収益などの財源の見通し）を適切に見込んだ上で、収支の

均衡を図ることが重要になります。 

事業運営にかかる経常的なコストを削減し、経営基盤の強化を図るとともに、計画的、効率的な施設

の更新などにより、投資の合理化を進めていくため、以下の内容について重点的に取り組みます。 

 

（１）経営基盤の強化及び財源の確保 

・将来の更新需要の増加に備え、建設改良に必要な財源を確保していく必要があるため、経費の節減

や純利益の確保を継続し、適正規模の補填財源の確保に努めます。 

・企業債は、世代間の公平性や財政運営の健全性を確保するための合理的な財源ですが、その償還

は将来の料金収入を原資として利子を負担して行うことになるため、企業債残高と償還額のバランスを

見ながら借入額の調整を行うことにより、適切な企業債残高の管理に努めます。 

・水道使用者間の負担の公平性を図り、事業運営に必要な財源を確保するため、委託事業者と連携

して未収金の解消対策に継続的に取り組みます。 

（２）有収率の向上対策 

・人工衛星画像を用いた漏水解析や漏水調査及び管路更新等の漏水対策により、料金収入になら

ない無効な水量の抑制を図り、健全な財政運営に努めます。 

（３）適切な資産管理の推進 

・各施設や設備の効率的な運転管理に努めるとともに、保守・修繕業務の優先順位や期間、箇所、

範囲の見直しを行い、経費の節減及びスケールメリットの実現に取り組みます。 

・長寿命化の促進や耐久性の優れた資材の導入等により、ライフサイクルコストの最小化に取り組みま

す。 

・浄水施設やポンプ場の機器更新時に高効率機器の導入を行い、消費電力の削減に努めます。 

（４）更新需要への対策強化（資産の有効活用） 

・アセットマネジメントを基に、将来の更新需要を見据えて投資量を平準化し、中長期的な投資と財源

のあり方を継続的に検討します。 

・未利用資産の保有価値を検討し、貸付による暫定的な利活用や不要資産の売却に取り組みます。 
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（５）適切な水運用 

・施設の重要度や優先度、能力や稼働状況を踏まえ、可能な設備については、水需要に合わせて施

設・設備の廃止・統合（ダウンサイジング）や合理化（スペックダウン）を行うなど、将来を見据えた適

切な施設規模の検討を行います。 

（６）安定給水の確保（危機管理体制の強化） 

・自然災害や事故等の不測の事態により、水道施設が被害を受けた場合でも、被害を低減させ、迅

速かつ適切な対応が図れるよう、バックアップ機能を確保するとともに、業務継続計画を定期的に見直

しながら、関係機関や事業者との連携、応急復旧体制の強化に努めます。 

（７）効率的で持続可能な組織の整備（維持管理体制の強化） 

・技術、ノウハウの継承やスキルアップに係る研修の充実など、職員の人材育成に取り組みます。 

・適材適所を基本とした職員の配置により、組織の活性化を図ります。 

・委託業務の見直し（拡大）により、業務の効率化・省力化を推進します。 

（８）事業の進行管理と達成状況の可視化 

・経営目標に沿った具体的施策や数値目標を設定し、四半期ごとに分析・検証等の進行管理を行う

とともに、達成度を評価します。 
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Ⅴ 投資・財政計画 

１ 投資・財政計画（収支計画） 

別紙１及び２のとおり 

２ 投資について 

水道事業及び簡易水道事業アセットマネジメントによる更新需要計画を踏まえ、平成 31年３月に

「伊那市水道ビジョン改訂版」を策定しました。上水道及び簡易水道・小規模水道における更新需要の

見通しについては、重要度を反映させ、平準化した場合、年間平均 5.5億円となります。本戦略の計画

期間については、同ビジョン及び基本計画で定めた第８次整備事業を計画的に推進します。 

【目標】 

指標 
実績値 

（令和４年度） 

目標値 

（令和 15 年度） 

有収率 
上水道 79.9％ 85.1％ 

簡易水道及び小規模水道 54.4％ 69.7％ 

基幹管路耐震適合率（上水のみ） 62.3％ 64.1％ 

管路総延長耐震適合率（上水のみ） 42.1％ 48.3％ 

配水池耐震化率（上水のみ） 11.1％ 17.7％ 

 

（1）安全な水道の構築 

クリプトスポリジウム等対策指針におけるレベル３以上及び水質悪化水源については、紫外線処理、

代替水源の整備等により、安全な水道水の安定供給を図ります。 

 

 

（2）強靭な水道の構築 

地震災害における被災範囲を最小限に抑えるため、配水池等の施設、導水管、送水管等の基幹

管路や、病院、応急給水拠点避難所等へ接続する管路の耐震化を推進します。また、石綿管、耐用

年数到来の老朽管（硬質塩化ビニル管等）を優先的に耐震管へ更新することにより、災害に強いラ

イフラインの構築を図ります。 

（百万円）

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

山寺水源対策（紫外線処理） 9.6 78.1 87.7

大沢・押出水源対策（紫外線処理） 57.7 206.0 263.7

水無水源（片倉）対策 24.0 24.0

那木沢水源対策（代替水源） 11.0 11.0

81.7 226.6 78.1 386.4

事業費合計
（R6～R15）

上水道

簡易水道

安全な水道
の構築

合　計

種別
水道ビジョン
施策目標

事業名
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（3）水道サービスの持続 

有収率の向上が最重要課題であることから、有収率の低い配水系を中心に、漏水箇所の特定を進

め、修繕等の漏水対策を計画的に行います。また、老朽化による施設の漏水も多いため、配水系統の

見直し等により、維持管理の難しい施設を廃止するなど、施設の適切な維持管理により、効率的な水

運用を行います。 

 

３ 財源について 

人口減少に伴い、給水収益の減少が見込まれることから、今後 10年間の経常収支比率の平均値は

105.8％、料金回収率の平均値は 101.2％となる見込みですが、より一層の経費削減に努め、健全な

経営の目安である 100％以上の堅持を目標とします。 

 

 

 

 

（百万円）

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

大萱高区配水池更新工事 31.0 231.4 341.0 603.4

桜井配水池更新工事 7.3 7.3

北河原配水池更新工事 14.5 9.6 22.5 138.5 202.7 387.8

末広配水池更新工事 10.8 24.9 233.0 343.6 612.3

電気計装設備・機械装置更新 35.6 35.6 35.6 35.6 35.6 35.6 35.6 35.6 35.6 35.6 356.0

老朽管更新 72.1 79.0 101.3 99.3 103.9 98.7 90.0 103.0 103.0 133.0 983.3

重要給水施設配水管更新 26.0 16.0 31.7 33.7 29.1 34.3 43.0 30.0 30.0 273.8

道路改良関連 82.2 164.8 81.0 82.4 70.0 55.0 55.0 55.0 55.0 55.0 755.4

開発計画関連等 97.0 32.1 37.8 21.5 188.4

消火栓（新設・更新）、舗装復旧等 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 140.0

電気計装設備・機械装置更新 7.8 6.6 6.6 6.6 6.6 6.6 6.6 6.6 6.6 6.6 67.2

老朽管更新 12.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0

舗装復旧等 17.4 17.4

298.1 668.9 662.9 341.9 440.0 481.8 487.2 597.8 254.2 261.5 4,392.3

水道ビジョン
施策目標

種別 事業名
事業費合計
（R6～R15）

強靭な水道
の構築

上水道

簡易水道

合　計

（百万円）

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

大萱低区配水系統切替工事 7.1 56.9 64.0

猪鹿大沢配水系切替工事 71.4 71.4

上大島配水系切替工事 29.2 286.6 315.8

人工衛星画像による漏水解析 10.0 10.0

10.0 7.1 56.9 71.4 29.2 286.6 461.2

事業費合計
（R6～R15）

水道サービス
の持続

上水道

合　計

水道ビジョン
施策目標

種別 事業名

【目標】 （単位：％）

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

経常収支比率 115.84 111.68 107.03 106.41 104.83 104.77 103.92 106.70 105.44 106.08 106.08 106.38 106.00

料金回収率 112.21 106.69 101.11 101.31 99.57 99.56 98.85 102.27 101.27 102.21 102.61 102.97 103.00

※R11に5％の料金改定をした場合

指標
見込値（R4は実績値）

目標値（R15）
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（１）水道料金について 

令和５年度から令和７年度については、新型コロナウイルス感染症や物価高騰により大きな影響を

受けている市民生活や企業活動に配慮し、水道料金を据え置きとする答申を伊那市上下水道事業

運営審議会より受けました。 

【答申の内容】 

１ 水道料金について 

（１）料金の算定期間は、令和５年度から令和７年度までの３年間とする。 

（２）水道料金は、据え置きとする。 

２ 付帯意見 

（１）給水人口の減少に伴い水需要・料金収入の減少が見込まれ、一方で管路をはじめとする

水道施設の老朽化等、水道事業が深刻化する課題に直面する中、今般のコロナ禍における

原材料価格、エネルギーコストをはじめとする物価全般の高騰は、事業経営に大きな影響を与

えるものと考えられることから、その動向を注意深く点検・評価されたい。その上で、市民にとって

重要なライフラインであるという認識の下、創意・工夫により、経費の節減と収入増に取り組むと

ともに、施設の更新計画、人材育成計画を含め、中長期的な経営見通しを適切に設定したう

えで、将来に向け持続可能な経営の実現に努められたい。 

（２）コロナ禍における経済の停滞及び物価全般の高騰の影響を受ける生活困窮者等に対して

は、支払いの猶予等、細やかな対応を取るとともに、伊那市として、市民の生活を支える総合

的な支援策の充実に努められたい。 

生活に欠かすことのできない最も重要なライフラインの一つとして、持続的に水道サービスを提供できる

よう、「経営の効率化」や「投資の合理化」に努めていきますが、人口減少が進む中、水需要は減少し

ており、現行の料金単価では安定した経営を継続することが困難になることが予想されます。 

現行の料金単価を維持した場合、令和８年度に給水原価が供給単価を上回り、料金回収率がマ

イナスに転じることが予想されます。純利益の継続とともに、補填財源残高を確保し、経営基盤の強化

を図るためには、令和 11年度に５％程度の値上げ改定が必要になると見込んでいます。 

 

（２）企業債について 

企業債残高は、償還のピークを過ぎ、減少傾向にありましたが、第８次整備事業における投資等に

より、今後は借入額が償還額を上回る状況も予想され、今後 10年間は、40億円程度の規模で横

ばいに推移すると見込まれます。給水収益の減少が見込まれる中、対給水収益倍率は全国や類似団

体平均値よりも高い水準となっているため、将来世代に負担をかけ過ぎないように、慎重に残高管理を

行うとともに、当比率を減少させ、健全性を確保していく必要があります。 
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（３）補填財源について 

投資事業の財源となる補填財源は、令和４年度末現在、計画に対して 3億円上回る 8.4億円まで

回復しましたが、県内他市の事業体と比較すると最低水準にあります。今後施設の更新需要の増加が見

込まれることから、引き続き一定の純利益を確保する中で、補填財源の回復に努め、少なくとも 20億円

程度（単年度給水収益の 1.5倍）の補填財源残高を確保していく必要があります。 
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（４）積算の考え方 

項目 算出方法ほか 

料金収入 

・「有収水量×供給単価」により算出します。 

・有収水量は、直近の推計から減少率の平均を算出します。（R

２～４はコロナ禍による影響が大きいため、予測の参考にしな

い） 

・供給単価は、年度により上下しているため、過去５年間の平

均値により算出します。 

・令和 10 年度までは料金を据え置き、令和 11 年度以降は財政

シミュレーションに基づいた料金改定率（＋５％）を反映しま

す。 

企業債 

・安定した経営の維持と世代間負担の公平性を考慮し、投資負

担を平準化するため、新たな企業債を発行します。 

・令和 10 年度までの企業債の借入額は、各年度の建設改良事業

費から補助金などの特定財源を控除した残額の 100％で見込み

ます。また、令和 11 年度以降は一定水準の補填財源の確保が見

込まれるため、将来負担の軽減や償還利子抑制の観点から、借

入可能額の 70％に抑制します。 

・簡易水道事業の「その他の工事（計装機械）」については、

機器の耐用年数が 10 年程度であり、償還年数が短くなること、

交付税措置のある過疎対策事業債や辺地対策事業債の借入が可

能であることから、各年度の建設改良事業費の 100％で見込み

ます。 

国庫補助金 ・現行の補助制度を基に見込額を算出します。 

他会計補助金 
・総務省による令和５年度地方公営企業繰出基準及び市設定基

準を基に算出します。 

その他収益 ・最新の決算額を基に見込額を算出します。 
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４ 投資以外の主な経費について 

項目 算出方法ほか 

職員人件費 

・施設管理及び窓口等業務委託範囲の拡大による人件費の削減

効果を考慮します。（令和７年度以降は１名減員） 

・一人当たりの費用は、直近の決算額を参考に積算します。 

委託料、修繕費 ・直近の実績や長期継続契約の内容を考慮して算出します。 

光熱水費、動力費 

・直近の実績に物価上昇率を考慮します。 

※物価上昇は、2020 年基準消費者物価指数直近３か年（令和２年度～令和４

年度）の平均上昇率である 0.63％を採用します。 

受水費 

・上伊那広域水道用水企業団の第２次水道ビジョン財政計画

（令和５年４月改訂）に基づき算出します。 

（R5+3.50%、R8+3.43%、R11+3.31%、R14+3.21％） 

減価償却費 
・既取得資産に係る減価償却費に第８次整備事業で取得予定の

資産に係る減価償却見込額を加えて算出します。 

資産減耗費 
・年度毎の変動が大きいため、直近３か年の決算額の平均とし

ます。 

企業債償還利子 

・既存の償還計画値に令和６年度以降に発行する企業債利子の

予定額を加えて算出します。 

・令和 6 年度同意分から、構築物等の 40 年償還の借入の据置期

間を５年から２年に短縮し、利子負担の軽減を図ります。 

【新規借入の想定条件】 

水道事業債      借入期間：40 年（据置 2 年） 

     支払方法：元金均等払 

年  利：1.7％ 

 

簡易水道事業債    借入期間：10 年（据置 2 年） 

     支払方法：元金均等払 

年  利：1.0％ 

 

過疎・辺地対策事業債 借入期間：10 年（据置 2 年） 

           支払方法：元金均等払 

年  利：1.0％ 
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５ 現在検討中及び今後検討予定の取組について 

投資の合理化、費用の見直しについての検討状況 

広域化 令和５年３月に改定された長野県水道ビジョンの中で、上伊

那圏域における広域連携の方向性として、以下の推進方針が示

されました。 

・事業統合の第一ステップとして、上伊那広域水道用水企業団

から用水供給を受けている事業者（伊那市を含む５市町村）に

おいて、企業団との早期の「垂直統合」について検討する。 

・５市町村の簡易水道事業については、既に共同化されている

水質検査を足掛かりとした更なる広域連携策や隣接圏域等との

広域連携についても検討する。 

令和５年度から「上伊那圏域水道事業に係る広域連携検討の

場」において、県や関係事業体と技術面や経営面等における課

題の整理、垂直統合した場合の効果・影響等についての検討が

始まっています。各事業体が共通して行っている業務を一元化

することにより、事務の効率化や省力化につながる可能性もあ

りますが、施設整備の水準や料金体系などに事業者間の格差が

あることから、料金決定が困難になることや、地理的な条件か

ら大幅な施設の統廃合が難しいこと、事業体間の連絡管の整備

等が必要になった場合、多額の整備費がかかるなど、施設面で

のスケールメリットを生み出しにくい状況もありますので、関

係事業体と協力しながら、最も有効な連携のあり方について、

引き続き調査・研究を進めていきます。 

民間の資金・ノウ

ハウ等の活用

（PPP/PFI 等の導

入） 

・引き続き制度の情報収集に努めるとともに、費用対効果が見

込まれる場合は、制度の活用を検討します。 

※「PPP」公・民が連携して公共サービスの提供を行う手法。 

※「PFI」公共施設の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技

術的能力を活用して行う手法。 

アセットマネジメ

ントの充実（施

設・設備の長寿命

化等による投資の

平準化） 

・アセットマネジメントを定期的に見直し、更新基準年数の適

正化を図ります。 

・管路の重要度や使用年数、漏水履歴等の情報を用いて、AI 技

術により優先度や更新による長期的な効果を分析し、劣化予測

等に基づいた管路更新計画を策定するなど、維持管理情報を有

効に活用したアセットマネジメントシステムの構築を検討しま

す。 
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施設・設備の廃

止・統合（ダウン

サイジング） 

 

荒井西町水源及び配水池（水質低下と施設の老朽化）を廃止

し、広域受水等での配水を計画しています。 

 今後、水需要の動向や、広域受水の有効活用による施設の統

廃合を考慮して、適宜見直しを行います。ただし、災害時の備

えとして、複数系統の水源・配水を確保していく必要があるた

め、適正化を図ります。 

施設・設備の合理

化（スペックダウ

ン） 

施設や管路の更新基準年数を他の事例や本市の実績に基づい

て、法定耐用年数よりも長く設定することによって、更新費用

の削減を図っています。今後の水需要の予測に基づき、適正な

規模の検討を行い、施設・設備の更新を行います。また、更新

基準年数については、継続的に調査研究を進め、更なる更新コ

ストの削減を目指します。 

その他の取組 ・浄水処理方法や機械設備、施工など、将来的に経費削減につ

ながる新技術導入の可能性について研究します。 

・スマート水道メーターの設置や再生可能エネルギーの活用

（太陽光・小水力発電など）について、費用対効果の検証を継

続し、導入の可能性について検討します。 
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Ⅵ 進行管理と計画の見直し 

１ 進行管理について 

本戦略の取組を確実に実施していくため、経営目標に沿った具体的施策、数値目標を設定した実

施計画を作成し、四半期ごとに分析や検証を行うとともに、PDCAサイクルによる進行管理を実施しま

す。また、進行管理の内容は、伊那市上下水道運営審議会へ報告し、ホームページや市報へ掲載す

るなど、経営に関する情報を積極的に公開していきます。 

 

２ 計画の見直し（更新）について 

水道料金の見直しの年（概ね３年に一度）に、新たな 10年間の投資・財政計画を作成し、経

営戦略の見直しを実施します。見直しの際は、実施状況の検証・分析を行い、水道事業を取り巻く環

境の変化に対応した内容へ更新し、健全な経営の持続に努めます。 
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給水人口 66,268人（令和４年度）

計算期間 自　令和８年４月　至　令和14年３月

最近１箇年
間の実績
(R4年度)

投資・財政計画
計上額

（R8～R10年度の平均）

投資・財政計画
計上額

（R11～R13年度の平均）
千円 千円 千円

1,332,519 1,283,306 1,352,982

0 0 0

30,487 28,559 28,559

1,363,006 1,311,865 1,381,541

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

投資・財政計画
計上額（Ａ）

千円 千円 千円

7,914 5,567 5,567

諸 手 当 4,970 5,223 5,223

福 利 費 2,647 2,154 2,154

924 1,890 1,890

4,690 6,908 7,040

1,557 4,532 4,532

358,387 387,212 399,996

46,557 69,756 69,831

427,646 483,242 496,233

給 料 15,508 14,688 14,688

諸 手 当 8,108 7,007 7,007

福 利 費 4,996 2,230 2,230

30,137 41,502 42,292

68,679 79,053 79,053

19,876 25,543 25,625

147,304 170,023 170,895

給 料 22,590 24,285 24,285

諸 手 当 13,642 15,840 15,840

福 利 費 7,506 8,418 8,418

227 276 276

36,992 36,744 36,703

12,231 10,842 10,842

7,917 25,540 24,720

706,304 730,942 716,800

28,901 22,579 23,070

836,310 875,466 860,954

1,411,260 1,528,731 1,528,082

63,624 51,307 56,071

1,922 762 762

65,546 52,069 56,833

△ 289,103 △ 288,470 △ 285,086

△ 289,103 △ 288,470 △ 285,086

1,187,703 1,292,330 1,299,829

1,187,703 1,292,330 1,299,829

112.2 99.3 104.1

＜料金水準についての説明＞

長 期 前 受 金

小 計

そ の 他

一
　
般
　
管
　
理
　
費

営 業 費 用 計

そ の 他

人
件
費

配
水
及
び
給
水
費

浄 水 用 薬 品 費

営 業 外 費 用 計

資 産 減 耗 費

　令和８年度から料金回収率が100％を下回る状況が見込まれるため、経営戦略では、令和11年度に＋５％の料金改定
を行い、料金対象経費を料金収入で賄えるよう、財政シミュレーションを行っています。

小 計

合 計 (Y)

動 力 費

修 繕 費

備 消 品 費

委 託 料

人
件
費

負 担 金

減 価 償 却 費

支 払 利 息

雑 支 出

収　　入　　の　　部

項 目

料 金 (X)

金　　　　　　　　額

支　　出　　の　　部
金　　　　　　　　額

小 計

料 金 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）

給 水 装 置 工 事 費

そ の 他

合 計

項 目

原
水
及
び
浄
水
費

人
　
件
　
費

給 料

受 水 費

資 産 維 持 費 （ Z ）

そ の 他

動 力 費

修 繕 費

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝

小 計

【別紙２】 
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伊那市水道事業経営戦略 

（経営健全化計画第４改訂版） 

 

令和６年(2024年)３月 

伊那市水道部 
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TEL：０２６５－７８－４１１１（内線２６２１） 

FAX：０２６５－７８－６１１３ 
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